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１　（仮称）荻外荘公園から臨む荻外荘
２　西側正門
３　荻外荘にあるシダレザクラ
４　上空から見た荻外荘
５　荻外荘の玄関
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「
荻て

き
が
い
そ
う

外
荘（
近こ
の
え衞
文ふ
み
ま
ろ麿
旧
宅
）」

国
の
史
跡
に
指
定

平
成
27
年
11
月
20
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
荻
外
荘
（
近
衞
文
麿
旧
宅
）

を
史
跡
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
て
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
３
月
１
日
に
荻
外
荘
が
、
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
外
荘
は
、
昭
和
前
期
に
内
閣
総
理
大
臣
を
三
度
務
め
た
近
衞
文
麿
の
別

邸
で
あ
り
、
荻
窪
に
現
存
す
る
建
物
の
一
部
は
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
前
期
の
政
治
の
転
換
点
と
な
る
重
要
な
会
談
が
数
多
く
行
わ
れ
た
場
所
と

し
て
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
保
護
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

区
で
は
、
平
成
27
年
3
月
に
策
定
し
た
「（
仮
称
）
荻
外
荘
公
園
基
本
構
想
」

に
お
け
る
基
本
方
針
等
に
基
づ
き
、
荻
外
荘
保
存
活
用
計
画
の
策
定
な
ど
、

荻
外
荘
の
建
物
や
庭
園
の
復
原
・
整
備
、
活
用
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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荻
外
荘
と
は

　
荻
窪
駅
南
口
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
き
、
大
田
黒
公
園

の
正
門
の
前
の
道
を
さ
ら
に
5
分
ほ
ど
南
へ
進
ん
で

い
く
と
、
石
造
り
の
門
柱
に
木
製
扉
の
重
厚
な
つ
く

り
の
門
が
見
え
ま
す
。
こ
の
門
の
奥
に
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
る
建
物
が
、
今
回
の
景
観
録
で
ご
紹

介
す
る
荻
外
荘
で
す
。

　
こ
こ
は
戦
前
か
ら
終
戦
後
ま
で
近
衞
文
麿
の
別
邸

と
し
て
政
治
の
舞
台
の
中
心
と
な
り
、
新
聞
に
何
度

も
「
荻
外
荘
」
の
文
字
が
掲
載
さ
れ
、
荻
窪
の
地
名

が
一
躍
世
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
場
所
で

す
。
ま
た
、
建
築
家
・
伊い

と
う
ち
ゅ
う
た

東
忠
太
が
手
が
け
た
現
存

す
る
数
少
な
い
邸
宅
建
築
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
変

貴
重
な
建
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
荻
外
荘
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
建
物
を
含

む
北
側
部
分
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
南
側
部

分
は
、
暫
定
的
に
開
放
し
て
い
ま
す
（
開
園
時
間
：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）。

＊
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近
衞
文
麿
：
五
摂
家
（
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
藤
原
氏
嫡

流
で
公
家
の
家
格
の
頂
点
に
立
っ
た
5
つ
の

家
の
こ
と
）
の
筆
頭
で
あ
る
近
衞
家
の
第
29

代
当
主
で
、
三
度
に
渡
り
内
閣
総
理
大
臣
を

務
め
た
。

＊
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伊
東
忠
太
：
明
治
か
ら
昭
和
期
の
建
築
家
。
工
学
博
士
・

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
。
独
特
の
様
式
を

持
っ
た
築
地
本
願
寺
な
ど
の
作
品
を
残
す
。
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すぎなみ／ひと／まちなみ
S P E C I A L  E D I T I O N

荻外荘（建物）の復原・整備イメージ

最優秀賞

優秀賞

１９２７（昭和2）年

１９３７（昭和12）年

１９４０（昭和15）年

１９４１（昭和16）年

１９４５（昭和20）年

１９６０（昭和35）年

２０１２（平成24）年

２０１３（平成25）年

２０１４（平成26）年

２０１５（平成27）年

２０１６（平成28）年

入澤達吉が荻外荘を創建

近衞文麿が取得

第一次近衞内閣発足

荻外荘で荻窪会談が行われる

第二次近衞内閣発足

第三次近衞内閣発足

第二次世界大戦終戦

近衞文麿、荻外荘で自決

玄関・客間部分を豊島区に移築

地元10町会からの要望を受け、杉並

区が購入決定

荻外荘周辺まちづくり懇談会の設置

都市緑地として都市計画決定

杉並区が用地を取得

（仮称）荻外荘公園南側敷地を暫定的

に開放

（仮称）荻外荘公園基本構想策定

国の文化審議会から史跡指定の答申

国の史跡に指定

　

区
は
、平
成
24
年
に
地
元
10
町
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

土
地
及
び
建
物
の
購
入
を
決
定
し
、
歴
史
的
資
源
を
活
か
し

た
公
園
と
し
て
整
備
・
公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
荻
外
荘
公
園
基
本
構
想
で
は
、「
荻
窪
会
談
」
が

行
わ
れ
た
昭
和
15
年
か
ら
昭
和
16
年
を
基
本
に
復
原
・
整
備

を
行
い
、
か
つ
て
の
荻
外
荘
の
姿
を
再
び
荻
窪
の
地
に
蘇
ら

せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
南
側
敷
地
を
暫
定
的
に
解
放
し
て
い
ま
す
が
、
再

移
築
を
含
め
た
荻
外
荘
の
復
原
・
整
備
に
は
相
当
の
期
間
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地
元
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

※　

図
は
、
昭
和
35
年
に
移
築
さ
れ
た
部
分
を
再
移
築
し
た
場
合
の
復
原
・
整
備
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、
現
存
す
る
建
物
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
公
園
設
計

等
に
伴
い
内
容
に
変
更
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　『まちなかアートデザインコンテスト＠高円寺』は、東京電力の協力のもと、高円寺駅周辺に配置されているトランスボックス
（電力供給のための変圧器やスイッチなどが収納された構造物）にアートデザインを施し、落書き防止やまちの美観向上、にぎわ
いの創出につなげることを目的として、実施しました。
　応募総数は全国から 146作品にのぼり、いずれの作品も個性に溢れ、高円寺の文化の奥深さや阿波おどりの熱気が表現されて
おり、見応えのある作品ばかりでした。この選りすぐりの作品の中から、最終的に 30作品を選び、高円寺駅周辺のトランスボッ
クスにラッピングを施しました。

「蝉時雨」
伝統と流行、歴史と若者文
化との共存、長屋造りの気
配が残る街並み、文庫本や
音楽機器なども添えること
で「高円寺の阿波おどり」
を表現

「THE OUR 踊り KOENJI」

※上記の最優秀賞、優秀賞以外に 24点の受賞作品（高円寺賞）があり、合計 30作品のアートデザインがトランスボックスにラッピングされています。

「踊る阿呆」 「高円寺に舞う」 「COLORFUL KOENJI ！」 「マイタウン高円寺」

まちなかアートデザインコンテスト＠高円寺

「高円寺阿波おどり」の活気と
華やかさ、踊り手と見物人が一
体となったエネルギッシュな一
瞬をイラストで表現

（上）庭から臨む荻外荘（昭和 43年）
（下）居間から庭を臨む（昭和 43年）

▲ トランスボックス

Tekigai-sougai-so

　
「
荻
外
荘
」は
昭
和
2
年
、荻
窪
に
住
ん
で
い
た
医
学
博
士
・

入い
り
さ
わ
た
つ
き
ち

澤
達
吉
が
、
伊
東
忠
太
に
設
計
を
依
頼
し
て
建
て
た
邸
宅

で
、
当
初
は
『
楓ふ
う
て
き
お
つ
し
ょ

荻
凹
處
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
こ
を
大
変
気
に
い
っ
た
近
衞
文
麿
が
、
昭
和

12
年
に
入
澤
よ
り
譲
り
受
け
、
当
時
の
元
老
・
西さ

い
お
ん
じ

園
寺
公き
ん
も
ち望

が
「
荻
外
荘
」
と
名
付
け
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
南
斜
面
の
高

台
に
位
置
す
る
当
時
の
荻
外
荘
か
ら
は
、
善
福
寺
川
を
一
望

に
収
め
、富
士
山
も
遠
く
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
12
年
7
月
、
第
一
次
近
衞
内
閣
が
発
足
す
る
と
、
た

び
た
び
荻
外
荘
で
重
要
な
会
談
や
会
議
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、多
く
の
要
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
昭
和
15
年
、

二
度
目
の
総
理
に
就
任
し
た
際
に
行
わ
れ
た
、い
わ
ゆ
る「
荻

窪
会
談
」
で
は
、
結
果
と
し
て
日
独
伊
三
国
同
盟
へ
と
つ
な

が
る
決
定
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
二
次
内
閣
の
組
閣
本

部
と
な
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
終
戦
後
の
昭
和
20
年
12
月
、
近
衞
文
麿
は
荻

外
荘
で
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
時
期
、
吉
田
茂
が

入
居
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
荻
外
荘
が
大
々
的
に
世

間
で
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
に
は
荻
外
荘
の
玄
関
や
、
数
々
の
会
談
が
行
わ

れ
た
客
間
部
分
等
が
豊
島
区
駒
込
の
天
理
教
東
京
教
務
支
庁

へ
移
築
さ
れ
、
近
衞
が
取
得
し
た
時
の
半
分
程
度
の
大
き
さ

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
荻
外
荘
の
豊
か
な
み
ど
り
と
重

厚
な
雰
囲
気
の
建
物
や
門
構
え
は
、
今
も
歴
史
的
・
文
化
的

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

＊
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入
澤
達
吉
：
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
付
属
医
院
長
・

同
大
学
医
学
部
長
・
宮
内
省
侍
医
頭
等
を
歴
任
し
た
医
師
。
伊
東
忠
太
と
は

義
理
の
兄
弟
（
夫
人
同
士
が
姉
妹
）
に
あ
た
る
。

＊
３ 

（上）入澤達吉所有時の荻外荘と庭
（下）荻外荘の扁額（西園寺公望書）

　

平
成
27
年
11
月
28
日
景
観
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
５
の

一
環
と
し
て
、
荻
外
荘
の
北
側
敷
地
と
初
の
建
物
内
一
部
公
開
を

行
い
ま
し
た
。
建
物
内
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
工
事
の

実
施
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
数
等
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

事
前
申
し
込
み
制
と
し
ま
し
た
。
定
員
３
０
０
名
の
と
こ
ろ
、
倍

以
上
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、
荻
外
荘
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

　

当
日
は
約
６
０
０
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
北
側
敷
地
内
に
展
示

し
た
荻
外
荘
の
歴
史
や
建
物
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
熱
心
に
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

（上）建物内一部公開の様子
（中）公開した部屋の様子
（下）北側敷地のパネル展示
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対象区域
　景観形成重点地区は、妙正寺川、善福寺川、神田川、玉川上水
　沿い周辺の区域
　一般地域は、景観形成重点地区以外の杉並区内全域

対象建物
　景観形成重点地区では、規模に関わらず全ての建物
　一般地域では、高さ10m以上または延べ面積1,000㎡以上の
　規模の建物

届出時期
　行為着手の30日前まで

　景観法・杉並区景観条例にもとづき、杉並区全域が景観計画区域に指定されています。
　景観計画区域内では、建物を建て替える場合だけでなく、塗り替えを含む建物の外
観変更を伴う行為についても、事前に届出が義務付けられています。
※1  既存と同色の塗替えも含まれます。

対象区域等、詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
杉並区まちづくり推進課まちづくり景観係　03-3312-2111（代表）

「すぎなみ 景観ある区マップ」の新作を発行しました！
　毎回好評の「すぎなみ景観ある区マップ」の新作を発行しました。
　今回は、「高井戸・浜田山編」。神田川沿いに大きな公園や緑地が広がる地域で、隣
の世田谷区まで足を伸ばせます。３つのモデルコースを用意していますが、このマップを
参考に自分のお気に入りの散策ルートを探してみましょう。
　今まで発行したすぎなみ景観ある区マップは以下の6地域（荻窪南編、阿佐谷・高円
寺編、荻窪北・下井草編、西荻窪・上井草編、善福寺・西荻北編、西荻南・久我山編）
です。
　マップは区ホームページでご覧いただけるほか、区役所３階まちづくり推進課、区民事
務所、区民センター、図書館、郷土博物館で配布を行っています。

（※2）の重点地区：河川区域の両脇30m以内

水とみどりの
景観形成重点地区

神田川※2

水とみどりの
景観形成重点地区

玉川上水
（開
かいきょ

渠の部分のみ。河川
  中心から100ｍ以内）

水とみどりの
景観形成重点地区

善福寺川※2

水とみどりの
景観形成重点地区

妙正寺川※2

NEW
!

最新号「すぎなみある区マップ　高井戸・浜田山編」▶

荻窪南編 阿佐谷・高円寺編 荻窪北・下井草編 西荻窪・上井草編 善福寺・西荻北編 西荻南・久我山編

家の塗り替えには届出が必要です。
※1


